
業務委託契約書

最終更新日: 2025年3月8日

この業務委託契約（以下「本契約」といいます）は、Cafie合同会社（以下「委託
者」といいます）が運営するイベントプラットフォーム「ILLUMI Square」におい
て、事業者としてイベントを主催する者（以下「受託者」といいます）との間で締
結される契約です。

第1条（目的）

本契約は、委託者が受託者に対して、委託者が運営するイベントプラットフォーム
上での地方創生に関するイベントの企画・運営業務を委託し、受託者がこれを受託
することに関する条件を定めることを目的とします。

第2条（業務内容）

2.1 受託者は、委託者の指示および審査に基づき、以下の業務（以下「本業務」とい
います）を行うものとします。
  (1) 地方創生に関するイベントの企画・立案
  (2) イベントの実施および運営
  (3) イベント参加者への対応
  (4) その他、前各号に付随する業務
2.2 受託者は、本業務を善良なる管理者の注意をもって遂行するものとします。

第3条（委託料）

3.1 受託者は、有料イベントを開催し、参加料金を設定することができます。参加料
金は1イベントあたり100円から10,000円（税込）とします。
3.2 委託者は、受託者に対し、本業務の対価として、イベント参加料金から委託者の
手数料（参加料金の10%）を差し引いた金額を委託料として支払うものとします。
3.3 委託料の支払いは、イベント終了後の異議申し立て期間（3営業日）経過後に確
定し、所定の締め日（毎月15日・末日）に委託者から受託者の指定する銀行口座に



振り込む方法により行うものとします。なお、振込手数料は委託者の負担としま
す。

第4条（イベントの審査）

4.1 受託者が企画するイベントは、公開前に委託者による審査を受けるものとしま
す。
4.2 審査基準には、地方創生との関連性、内容の適切性、受託者の資格・経験、価
格設定の妥当性、関連法令の遵守などが含まれます。
4.3 委託者は、イベントが本契約に違反していると判断した場合、審査不合格と
し、または既に公開されているイベントを中止することができます。
4.4 受託者は、委託者がイベントの審査において社会通念上明らかに不適切なイベ
ントの掲載を防止するよう努めることを理解し、審査結果に従うものとします。



第5条（契約期間）

5.1 本契約の有効期間は、本契約締結日から1年間とします。ただし、期間満了の2
週間前までに、委託者または受託者のいずれからも契約終了の意思表示がない場合
は、同一条件でさらに1年間自動的に更新されるものとし、以後も同様とします。
5.2 本契約の中途解約および解除については、第13条の規定に従うものとします。

第6条（権利義務の譲渡禁止）

委託者および受託者は、相手方の事前の書面による承諾なく、本契約上の地位およ
び本契約に基づく権利義務を第三者に譲渡し、または担保に供してはならないもの
とします。

第7条（Āā保Ă）

7.1 委託者および受託者は、本契約に関連してăりĄた相手方のąĆ上、営業上そ
の他一切のćĈ（以下「ĀāćĈ」といいます）を、相手方の事前の書面による承
諾なく、第三者に開示またはĉĊしてはならないものとします。
7.2 前ċにかかČらず、以下の各号のいずれかにč当するćĈは、ĀāćĈに含まれ
ないものとします。
  (1) 開示を受けたĎďで既に公ăとなっていたćĈ
  (2) 開示を受けた後、自Đのđめによらず公ăとなったćĈ
  (3) 開示を受けたĎďで既に自Đが保有していたćĈ
  (4) 第三者からĀā保Ă義務を負うことなく適法にĒ手したćĈ

第8条（ēĔćĈのĕĖい）

8.1 受託者は、本業務の遂行にėして委託者からĘ供されたēĔćĈ（ēĔćĈ保
ę法に定める「ēĔćĈ」をいいます）を、本業務の遂行の目的にのĚěĜするも
のとします。
8.2 受託者は、ēĔćĈのĉĊ、ĝĞまたはğĠの防止その他のēĔćĈのġĢ管
理のためにģĤかつ適切なĥĦをħĨるものとします。



第ĩ条（反社会的ĪīのĬ除）

ĩ.1 委託者および受託者は、自Đ（法Ĕの場合はそのĭĮおよび従業Įを含Ěま
す）が反社会的Īī（įīİ、įīİĮ、įīİ準ıĲĮ、įīİ関ĳ企業、Ĵ会
ĵ、社会運動ĶķĸうĹĺ、ĻļăĽįīľİその他これらに準ずる者をいいま
す）にč当しないことを表明し、かつĿŀにČたってもč当しないことを確約しま
す。
ĩ.2 委託者または受託者が前ċの表明・確約に違反した場合は、相手方はŁらの催
łをすることなく本契約を解除することができるものとします。

第10条（ĠŃńŅ）

委託者および受託者は、本契約に違反して相手方にĠŃをņŇた場合、相手方に対
し、そのĠŃをńŅするものとします。

第11条（ň議事ċ）

本契約に定めのない事ċまたは本契約の解ŉにŊ義が生Ĩた場合は、委託者および
受託者はŋ実にň議して解Ōするものとします。

第12条（準ō法および管Ŏŏ判所）

12.1 本契約の準ō法は日本法とします。
12.2 本契約に関する一切のŐőについては、Œœ地方ŏ判所を第一審のŔŕ的合意
管Ŏŏ判所とします。

第13条（契約解除）

委託者および受託者は、以下の規定に従って本契約を解除することができます。

13.1 委託者または受託者は、相手方が以下の各号のいずれかにč当する場合、Łら
の催łなくŖŗに本契約を解除することができるものとします。
  (1) 本契約に定めるŘřな義務に違反し、相当の期間を定めて催łしたにもかかČ
らず、当č期間内に違反がŚśされないとき



  (2) ŜŝŞşから営業Š止または営業šŢもしくは営業ţŤのĕťĶのŦŧを受け
たとき
  (3) 差Ũ、ũ差Ũ、ũŦŧ、ŪūŬ行もしくはŭŮの申立てを受け、または公ů公
ŰのűŲŦŧを受けたとき
  (4) ųŴ手ŵ開Ŷ、ŷ事Ÿ生手ŵ開Ŷ、会社更生手ŵ開ŶもしくはĻŹźŻ開Ŷの
申立てを受け、または自ら申立てを行ったとき
  (5) 第ĩ条の表明保żに違反したとき
  (6) その他、本契約をŽŵしがたいŘřな事žが生Ĩたとき

13.2 委託者は、受託者が開催したイベントにおいて以下の各号のいずれかにč当す
る行ſを行った場合、本契約をƀĎ解除することができるものとします。
  (1) 法令または公Ɓ良Ƃに違反する内容のイベントを開催したとき
  (2) 地方創生とƃ関ĳな内容のイベントを開催したとき
  (3) 参加者に対してƄƅ中ƆƇ差Ź的ƈ動を行ったとき
  (4) イベント内容が事前の申ƉとƊしく異なり、参加者の期Ƌをƌ切ったとき
  (5) イベント内容に関して参加者からŘřなƍƎームがƏ数ƐƑられ、委託者のƒ
査によってƓƔがƕめられたとき
  (6) その他、委託者のƖĜをƊしくğĠする行ſを行ったとき

13.3 受託者は、以下の方法により本契約を解除することができるものとします。
  (1) 受託者設定画面からの「ƗƘƙントƚ除」ƛĽによる申Ɖ
  (2) ƜƝートƞーƟ（ƠuơơƢrƣƤƥƦƦuƧƥƨƠquare.Ʃơ）への契約解除の意思表示
  (3) 書面による契約解除の意思表示

13.4 前ċの方法により受託者が契約解除を行う場合、以下の条件を満たすģĤがあ
ります。
  (1) 開催ƪ定のイベントがないこと
  (2) 参加者からのƫ解ŌのƍƎームがないこと
  (3) 委託者との間でƬŻがƭ了していること

13.5 本条に基づく契約解除があった場合、解除ƮƯをưƱした当事者は、相手方に
対して契約解除によって生ĨたĠŃをńŅするものとします。ただし、第13条第3ċ
に基づく受託者からの契約解除の場合は、ĻƲの事ćがないƳりĠŃńŅ義務はƴ
生しないものとします。
13.6 本契約が解除された場合であっても、解除Ďďで既に開催されたイベントの委
託料については、第3条の規定に従いƬŻするものとします。ただし、受託者のđに
Ƶすƶき事žにより契約が解除された場合において、委託者が参加者に対してƷ金
Ķの対応を行った場合は、当čƷ金額を委託料からƸ除することができるものとし
ます。

付ƹƺ本契約は2025年3月8日から実施します。


